
AI 技術を活用して、ビジネス社会に

イノベーションを起こす人材を育成する

デ
ー
タ
活
用
を
段
階
的
に
学
び

「
21
世
紀
の
実
学
教
育
」に
取
り
組
む

人
工
知
能
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活

用
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
課

題
解
決
や
新
た
な
価
値
創
出
が
進
む

現
在
、
文
系
・
理
系
を
問
わ
ず
、
デ

ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
A
I
の
知
識
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。
嘉
悦
大
学
で

は
「
21
世
紀
の
実
学
教
育
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
早
く
か
ら
I
C
T
に
目

を
向
け
て
情
報
教
育
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
消
費
者
に
関
す
る
膨
大
な
デ

ー
タ
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
成
功
を
収

め
る
鍵
が
隠
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

デ
ー
タ
を
分
析
し
、
駆
使
す
る
情
報

技
術
を
使
っ
て
経
営
・
経
済
の
深
層

と
先
端
を
学
び
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
生
か

せ
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
だ
。

学
生
は
一
人
一
台
P
C
を
持
参

す
る
。
そ
の
P
C
を
使
い
こ
な
し
、

デ
ー
タ
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
る

た
め
「
I
C
T
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
組
ま
れ
て
お
り
、

基
礎
か
ら
段
階
を
踏
ん
で
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
。学
生
の
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ

ル
は
多
様
な
た
め
、
基
礎
か
ら
丁
寧

に
指
導
す
る
。
特
徴
的
な
の
は
、「
経

営
・
経
済
」
を
学
ぶ
学
生
が
、
将
来

の
強
み
と
な
る
デ
ー
タ
活
用
術
を
修

得
で
き
る
点
だ
。
そ
こ
に
は
、
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
理
論
や
仕
組
み
だ

け
で
は
な
く
、
デ
ー
タ
を
駆
使
し
て
、

社
会
の
流
れ
を
読
み
、
先
取
り
で
き

る
人
材
を
育
て
た
い
と
い
う
強
い
思

い
が
あ
る
。

I
C
T
環
境
や

サ
ポ
ー
ト
体
制
が
充
実

大
学
運
営
で
も
デ
ー
タ
を
駆
使

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
力
の
あ
る

人
材
を
育
成
す
る
に
は
、
I
C
T

環
境
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
も
重
要
な

要
素
と
な
る
。
学
内W

i-Fi

は
も
ち

ろ
ん
、cloud

が
設
定
さ
れ
て
お
り

G
oogle D

rive

や
、W

ord

、Excel

、

Pow
erPoint

な
ど
必
要
な
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
自
由
に
使
え
る
サ
イ

ト
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
て
い
る
。授

業
に
は
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ア
シ
ス
タ

ン
ト
（
S
A
）
が
付
く
ほ
か
、
情
報

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
「
ヘ
ル
プ
デ

ス
ク
」
が
あ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
の
利
用
か
ら
パ
ソ
コ
ン
ト
ラ

ブ
ル
へ
の
対
応
ま
で
幅
広
い
支
援
が

用
意
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
学

の
I
R
に
関
し
て
も
デ
ー
タ
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
教

職
員
へ
の
教
育
も
行
わ
れ
て
い
る
た

め
、
教
職
員
の
I
C
T
の
リ
テ
ラ
シ

ー
が
高
い
点
は
注
目
に
値
す
る
。

秀
逸
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
整
っ

た
環
境
・
サ
ポ
ー
ト
体
制
、
ま
た
、

大
学
運
営
に
お
い
て
も
デ
ー
タ
を
駆

使
す
る
嘉
悦
大
学
か
ら
、
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
力
を
身
に
付
け
た
経
営
・

経
済
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
輩
出
さ

れ
る
。
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連動

実践への応用 経営・経済領域での実践を行う

導入

心得

基礎

実践 基礎ゼミナール1 基礎ゼミナール2

AI、データ活用の知識、事例を理解する
新しい技術等を利用するためのセキュリティ等を理解

AIサービス導入の知識と心得を理解

ICT、DSを利用するためのPCスキルを修得
学生間のPCスキルの平滑化

データ分析を利用するためのPCスキルの取得

基礎：データ分析の基礎的スキルの修得
データ取得、前処理、分析、提案のプロセスを修得

社会（学外）にある定性・定量データを用いた分析
実社会での問題発見とデータ分析・提案

学
修
目
標
評
価
　課
題

　2019年度から始まった当プログラムは、嘉悦大学で行ってきた情報教育を含めた初年次教育（1年
生への基礎教育）を拡張させたもので、AI技術を経営・経済分野において活用できる基礎力を養いま
す。文部科学省の「数理・データサイエンス・AI教育プログラム（リテラシーレベル）」として認定されてお
り、さまざまなレベルの学生に合わせた丁寧な教育が特徴です。データ分析の基礎的スキルや、データ
サイエンス・AIなどの基本的知識を身に付けた後は、地域社会との連携により実践力を育成。フィールド
ワークで定量的なデータを取り、問題の発見・解決のスキルを他者と協同して学びます。同時に基礎ゼ
ミナールで学ぶ経営・経済領域と連動させ、AIサービスやデータ活用の最新事例を含んだビジネス・研
究の展開について考えるなど、実社会の経営・経済領域への応用を意識した学びを展開しています。

AI技術を経営・経済分野で活用する基礎力を培う
初年次教育プログラム

実践的なデータサイエンス・AIを学ぶための基礎知識・技術を修得する

データ処理・分析に必要になる基礎
的な数学や数理統計を学ぶ科目

■社会科学のための数学

データサイエンス・AIの知識を学びながら実習を通して技術・心得を修得する

データ表現やプログラミング基礎、
データ分析の進め方・設計などの基
礎を学ぶ科目

■データサイエンス入門（必修科目）
■プログラミングとデザイン入門

経営・経済に関わる実データの分析を人や社会の課題解決に活用する方法を修得する

データサイエンスやAI・機械学習の
知識を学んだうえで実習を通して技術
を身に付ける演習・課題解決型科目

経営や経済の実データなどを用いて、
人や社会の課題を解決するためのス
キルを学ぶ演習／課題解決型科目

■データサイエンス1（必修科目）
■データサイエンス2（必修科目）
■データサイエンス3

■経済と統計2
■ICTシステムとプログラミング3
■意思決定分析

基礎を学び経営・経済領域での実践へ

嘉悦大学
経営経済学部

白鳥成彦教授

プログラム
運営責任者

ICT・データサイエンス
プログラム

　当プログラムは2年生以降の発展的な学びで、2020年度にスタートしました。文部科学省の「数理・
データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）」として認定されています。嘉悦大学では、2年
生からマーケティング系、会計・ファイナンス系、ICT・データサイエンス系、ビジネス法務系に分かれた専
門教育が始まります。当プログラムでは経営・経済分野のデータを用いた課題解決やプロジェクト立案
を実践的に学べるため、自らの専門分野との融合が加速。「21世紀の実学教育」に欠かせない、ビジ
ネスを中心にしたデータサイエンスのあり方を根底においたプログラムで、経営・経済現場とデータサイ
エンティストの橋渡しをできる人材の育成を目指しています。

社会のリアルなデータを用いた学びで
ビジネス課題を解決できる応用基礎力を養う

嘉悦大学
経営経済学部

辰巳奈央
専任講師

プログラム
運営責任者

ICT・データサイエンス
　プログラム（応用基礎）


